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松原君とわたし
磯
? ?
松原藤由君が今秋還暦の日を迎える由。これを記念して，関西大学経済学会
が祝賀論文集の編集を企画された。ご勧誘に応じて，わたしも論文をのせてい
ただくつもりで，いろいろ構想を練っていたが，七月早々はからずも病床に臥
した。昨今回復したとはいえ，執筆するだけの気力をまだ取り戻していないの
で，雑文を草することで不本意ながら，責を果したい。松原君および読者諸氏
のご寛恕をお願いする。
松原君は，関西大学専門部を経て経商学部を卒業した。専門部は英文科であ
るから，わたしは知らないが，わたしの講義には経済学科以外の学生もかなり
多く聴いていたそうだから，かれもその一人であったかもしれない。学部では，
かれは正式にわたしの講義を聴いているはずである。 しかし親しくなったの
は，昭和13年度のわたしのゼミにかれが参加したからである。それから35年が
経つ。早いものである。と同時に，この長い間，友交関係がつづいている。
友交関係というものは，なかなか長くつづかない。年賀状の交換を考えても
わかる。 2~3年連続してきたと思ったら，その後は梨のつぶてである場合が
多い。こうしたなかで，学生時代から今日まで，松原君のわたしに対する態度
は，少しも変らない。そして“三尺去って師の影を踏まず”に近い。わたし自
身わたしの旧師達に対してそうでなかったことを思い返し，つねに内心f丑泥た
るものがある。
松原君とはなに分35年の付合いである。いろいろのことが思い出される。そ
の1~2をご披露しよう。
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終戦2~3年前学徒動員が実施されてからはもちろんであるが，その以前に
も工場へ強制勤労奉仕に出向く学生が多く，学園生活はしだいにあじけなくな
った。しかし春には，陽光は平和時と変らず，われわれの上にさんさんと暖＜
そそがれた。こうしたとき，学生の姿のまばらな校庭のクロバーの上に足を投
げだし，談笑のうちにわれわれは戦時の荒廃した学園の雰囲気をしばし忘れた
ものである。この談論に加わった主なメンバーの一人は，もちろん松原君であ
る。この外に，わたしのゼミ出身の教官または大学院在籍者が加わっている。
高木秀玄君や安田信一君および植野郁太君達である。
これらの若い人びととの談論は，じつに楽しかった。と同時に，これらの諸
君がりっぱな学者に成長するまで見守る責務がわれにあることを，心ひそかに
痛感せざるをえなかった。とくに，松原君とは専攻を等しくするので，責務は
重くのしかかった。それだけに，昭和19年秋のわたしの東京転勤については，
これらの諸君に対しては，あいすまない感じがしてならなかった。
東京と大阪に別れてからは，関大時代のように頻繁に会うわけにはいかなか
った。しかし東京出張のときには，松原君はしばしば私宅を訪れてくれた。お
くさんが赤ちゃんを背負い，幼児の手をとり，松原君も幼児の面倒を見つつ来
訪されたこともある。このときの一幼児が今日すでに母親になっていられるの
ではないかと思う。歳月の経つのは早い。
木屋町三条の松原君の仮寓で，ご馳走になったことがある。また現在の嵐山
の邸宅では，しばしば泊めてもらった。当時宿舎さがしが容易でなかっただけ
に，どれだけ有難かったかわからない。好意に甘え，あつかましいとは思いつ
っ，夜のまだ明けきらない京都へ着いたその足で，松原君を叩き起したことも
ある。
昭和31年秋米国入りをしたわたしが，当時ミシガン大学に留学していた京都
大学の田杉競君を訪れたときは，松原君は一足早くボルティモアヘ向け立ち去
ったあとであった。しかしその後，ジョンズ・ホプキンス大学でかれに会い~ さ
らにわたしがロンドンに着いたときには，空港ターミナルに出迎えてくれた。
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この時分には，かれは朝からアルコールを口からはなさなかったようで，意気
正に天を衝かんばかりであった。当時大阪府の商工経済研究所におった上田宗
次郎君を加えた 3人談笑のため，オクスフォード行の予定を中止して，わたし
は悔いはしなかった。
終戦直後の数年には，ご承知のように，インフレと物資不足に困った。さり
とてわれわれは，やみをやるわけにはいかなかった。他方国立にいるわれわれ
はまだよかったが，私立の諸君は自らの手で収入の増加をはからざるをえなか
った。関西大学は，戦前薄い処遇で有名であった。それだけに，この時期の教
職員の諸君は，生活が大変だったことだろう。このとき，大学の経営陣との交
渉や諸制度の確立のためには，松原君はなくてはならない人物の一人であった
と，わたしは聞いている。松原君には攻学以外に，こうした方面での諸問題を
解決する能力が兼ね備わっていたのである。
思い出は尽きないが，最後に 1つ注文したいと思う。わたしはかって東京都
の地方労働委員会の公益委員を約 6年つとめた。この間，中小企業の労務管理
に関する邦書を読んで，一冊も感心しなかった。これは，邦書が前提する中小
企業の労使トラプルの実態が，わたしが委員会の窓口を通して識った中小企業‘
の労使トラプルの実態からあまりにもかけ離れていたことの結果である。，わた
しは中小企業労務管理論を書く計画を樹てたが，病気その他で延び延びとな
り，そのうちわたしがもつ中小企業の労使トラプルに関するデータが古くなっ
た。これからの著述は，むりである。
松原君は，偶然にもわたしと交替するように地方労働委員会公益委員を大阪
でつとめた。そして勤続期間は， わたしのそれ以上である。委員をやめたの
は，つい最近である。かれがいま内蔵する中小企業労使トラプルに関するデー
タは，最高に新し<'かつ豊富である。これを秘蔵してくさらすのは，もった
いない。“日本”中小企業労務管理論を，是非とも早急に世に問うてもらいた
い。師弟二代の伝承を，あらわに具体化してもらいたい。
健康に留意してほしい。
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ここ数年を病気のため空費した悔いをもつ古稀老人が衷心から切望してやま
ない。
(9月23日）
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